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研 呪 方彦　 ①　 世界蚤池 において,      涙 唇 と.? れる被服 の繋抵 援Clo    f|"を求>,       "世界

* 薯卵it[t ド　 Ｈ卜 匹
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目的　 前報l）に おい て ，英国 人事 務職員（EW) の温熱的 に快 適であ るた め の冬期にis け

る 着衣量（SCV  )は ，日 本人事 務職員(JW ）のそれ に比 べて低い こ とを 明ら かにし た。 本報

では 。着衣量を 支配す る個人要因プ ロフ ィルに 視点を おき ，両 者間に みら れる着 衣量の 差

とそれ とのか かわりを検討し た。

方法　Guildford 市およ び大 阪府 の冬期 におけ るフ ィ ールド 調査に よっ て得たEW :

207 名1）およ びJW : 840 名a のデ ータを 解析に供し た。 調査 項目お よび調査 方法は ，既

報1, 2）に おけ ると同様であ る。着衣量を 支 配す る個人 要因 の解 析は ，数 量化理論第１類に

よ った。着衣量は ，標準化 着衣量（scv 戸 を 適用し た。

結 果　1 ）EW の 着衣量に 寄与す る個 人要因とし て ，快 適な着 衣の条件に関する ３因子の

重視 度お よびス ポ ーツ・運 動の 習慣な どがあ げられ 。　その影 響のし かた はJW  に おける所

見2）と一致し た。 すな わち ，そ れら の要因 はEW と　JW  に共 通な 着衣量 を支配す る個人要

因であ るこ とが 明らか にさ れた 。　2) EW はJW より ，快 適な着 衣の条 件とし て 季節 へのふ

さわしさ 因 子を重 視する度 合が有 意に低く ，運動 機能 性因子 を重 視す る度合 は逆に 高か っ

た。ス ポ ーツ・ 運動 を行う 者 の率も また,     EW  に おい て有 意に高 かった 。

以上の成績 から,      EW と　JW の 着 衣量 の差には 着衣量を 支 配する 上記 の個人 要因プ ロフ

ィ ルの違い が深くか か わってい ると 考え られ る。
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